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関東甲地連青年女性協議会
夏期交流集会

日　時　７月１１日（日） 10：00～16：30
場　所　県本部会議室
内　容　オンラインによる集会
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2021年度ブロック活動者学校

ブロック日　時

水戸・県職・自治労会館
（ホスト会場）５月12日（水）

ＰＭ６：30～ 県北（サテライト会場）

水郡（サテライト会場）

県南・県職・自治労県南会館
（ホスト会場）５月20日（木）

ＰＭ６：30～ 土浦（サテライト会場）

鹿行（サテライト会場）

講師：千歳自治労県本部委員長

2021連合春季生活闘争 第３回回答集計結果（４月２日現在）
①賃上げ　平均賃金方式　（集計組合員数による加重平均）

2020回答（2020年４月６日公表）

昨年対比

2021回答（2021年４月６日公表）

企業規模 定昇相当込み賃上げ計集計組合数
集計組合員数

定昇相当込み賃上げ計集計組合数
集計組合員数 律額律額

1.94%5,761円
2,277組合
2,142,422人

▲298円
▲0.12ポイント

1.82%5,463円
2,136組合
1,936,383人

全　　体

1.93％4,808円
1,453組合
154,785人

▲169円
▲0.09ポイント

1.84％4,639円
1,369組合
143,466人

300人未満

1.94％5,839円
824組合
1,987,637人

▲308円
▲0.12ポイント

1.82％5,531円
767組合
1,792,917人

300人以上

※2021年と2020年で集計対象組合が異なるため、「定昇相当込み賃上げ計」の昨年対比は整合しない。

メーデーとは
　５月１日のメーデー（Ｍａｙ Ｄａｙ）は、古くからヨーロッパでは「夏の訪れを祝う日」と
され祝日とされてきました。
　一方で、低賃金と長時間労働に苦しめられていた米国の労働者がゼネラルストライキ（全国
的な規模で行われる労働争議）を行ったのが1886年の５月１日で、彼らは翌年以降も５月１日
にゼネストを実施。この動きが世界の労働組合に広まり、1890年５月１日に第１回国際メー
デーが多くの国で開催されました。これが今に続く「労働者の祭典」としてのメーデーの起源
となったのです。
　日本では1920年５月２日に第１回メーデーが東京・上野公園で開かれました。 第二次世界
大戦中は政府により開催が禁止されましたが、戦後、労働組合の活動再開とともに再び開かれ
るようになり、日本の労働者の地位や労働条件の向上、権利拡大をはじめ、人権・労働基本権
の確立、民主主義の発展、恒久平和の希求に深く貢献し、その役割を果たしてきました。現在
のメーデーは、米国の労働者が労働条件の改善を訴えたその想いを受け継ぎつつ、働く仲間と
お互いをねぎらい、たたえ合いながら、家族や地域の皆さんにも楽しんでもらえる一大イベン
トとして世界中で愛されています。

労働時間の短縮を メーデーに参加しよう！
第92回　茨城県中央メーデー・地域地区メーデー

参　　加
予定人数会　　　場開催日地協（地区）

――式典・パレード中止県中央メーデー

120
日立シビックセンター新都市広場
（日立市幸町1-21-1）
【雨天時：日立シビックセンター マーブルホール】

4月17日(土)　10：00県　　北

700石川運動ひろば（ひたちなか市石川町10）
【雨天中止・小雨決行】4月17日(土)　10：00常陸那珂

常陸野

300常陸大宮市文化センター「ロゼホール」
（常陸大宮市中富町3156-6）4月17日(土)　10：00水　郡

80M・SPOアリーナ（水戸市南町3－6－8）4月24日(土)　10：30中　　央

150神栖中央公園東芝生の広場（神栖市木崎1203－9）
【雨天中止・小雨決行】4月17日(土)　10：00鹿　　行

120霞ヶ浦総合公園多目的広場（土浦市大和田1051）
【雨天中止・小雨決行】4月25日(日)　10：00土　　浦

300江戸崎総合運動公園多目的グランド（稲敷市）
【雨天時：新利根総合運動公園体育館・稲敷市】4月18日(日)　10：30県　　南

60バンケットホール「アリモール」
（猿島郡境町伏木1359－2）4月17日(土)　10：30県　　西

連合2021春季 
生活闘争中間集計

▽第１回テーマ「私たちの課題と要求づくり」
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放射能汚染水の「海洋放出」方針決定に断固反対する原水禁声明
 
　2021年３月６日、菅義偉首相は、東京電力福島第一原発のタンクにたまり続
けている処理水（放射能汚染水）の処分をめぐり「いつまでも決定をせずに先送
りはすべきでない。政府が責任を持って適切な時期に方針を決定したい」と表明
し、４月７日、全国漁業協同組合連合会（全漁連）の岸宏会長と会談した。菅首
相は「海洋放出が確実な方法であるという専門家の提言をふまえ、政府の方針を
決定していきたい」と伝えたが、岸会長は「絶対反対との考えはいささかも変わ
らない」と答えた。来週・13日には、関係閣僚会議を開催し「海洋放出」方針
決定すると言われている。
　2020年２月、有識者による政府の小委員会は「海洋放出」と水蒸気にして空
気中に放出する「大気放出」を提示し、海洋放出を「より確実」とする報告書を
まとめたが、放射能汚染水の扱いについては「現地や関係業界と丁寧に議論をし
て、国民的な合意ができたら政府が決定する」とした。しかしながら、その後、
まともな議論も行われず、福島県民合意・国民合意もないまま、問答無用で処分
について方針決定することは、再び放射能による被害を招くことになる。
　何よりも、2015年１月７日に開催された「第６回廃炉・汚染水対策福島協議
会」の場において、経済産業省の糟谷廃炉・汚染水対策チーム事務局長補佐は
「（ALPS処理水について）関係者の方の理解を得ることなくしていかなる処分も
とることは考えておりません」と答弁し、経済産業省は、福島県漁連へ「関係者
の理解なしにはいかなる処分も行いません」（2015年８月24日付）と文書回答
したことを忘れてはならない。「海洋放出」することは、政府が福島県民や国民
に約束したことに違反することになる。
　地元・福島県漁連の野崎哲会長も「『海洋放出』に反対の姿勢は変わらない」
としており、県民も生産者の多くも反対の声をあげている。福島県内59市町村
のうち約７割にあたる41市町村議会が、「海洋放出」に反対または慎重な対応を
求める決議や国への意見書を採択している。経済産業省が公募したパブリック
コメントでは、放射能汚染水の安全性に対する懸念、陸上保管などの処分方法の
見直し、合意プロセスへの懸念などが寄せられ、「海洋放出」に対して否定的な
ものが占めていた。多くの問題を抱え、解決方法が見いだせないまま、関係閣僚
会議において「海洋放出」を方針決定することは許せない。
　東日本大震災後、福島沿岸の漁業は一時自粛を余儀なくされた。漁業者は、
2012年６月から、漁の回数や漁獲量を大幅に抑える「試験操業」を行ってきた。
水揚げのたびに、放射性物質検査を行って安全を確認し、水産物の市場価値を慎
重に調査してきた。2021年３月「試験操業」は終了した。数年後の本格操業を
めざして、水揚げを震災前の水準へ戻そうと、徐々に漁獲量を増やしていくため
に歩み始めたばかりだ。「海洋放出」方針決定により、風評被害が起きれば、水
産業関係者がこれまで地道に積み重ねてきたさまざまな努力が水泡に帰するこ
とになる。再び水産業関係者の生活や希望を奪い去ることになる「海洋放出」方
針決定は、絶対に許されるものではない。
　また、放射能汚染水を「海洋放出」することは、将来的に地球規模での海洋汚
染・環境破壊につながることを懸念し、「海洋放出」方針決定に反対・批判の声
が海外からも原水禁に寄せられた。原水禁は「海洋放出」方針決定することに断
固反対する。貯蔵タンクの増設、新たな保管場所の確保など「海洋放出」ではな
く、これまで同様陸上保管することを強く求める。

2021年４月９日  　　　
原水爆禁止日本国民会議

議長　川野　浩一
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め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
島
県
内
　
市
町
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村
議
会
が
汚
染
水
放
出
に
反

対
ま
た
は
慎
重
の
意
見
書
や

決
議
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
多
く
の
反
対
意

見
や
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
、

福
島
県
民
の
合
意
も
な
い
ま

ま
、
関
係
閣
僚
会
議
で
方
針

を
決
定
す
る
こ
と
は
断
じ
て

認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
　
汚
染
水
を
安
易
に
海
洋
放

出
せ
ず
、
放
射
能
の
自
然
減

衰
を
待
つ
と
と
も
に
分
離
技

術
な
ど
の
技
術
が
開
発
さ
れ

る
ま
で
、
陸
上
保
管
を
継
続

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
　

　
政
府
は
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
で
増
え
続
け
る
放

射
能
汚
染
処
理
水
の
処
分
を

め
ぐ
り
、
４
月
７
日
に
菅
首

く
ら
し
と
統
計


